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　新日本婦人の会愛媛県本部が、物価高騰のなか、
県内自治体で学校給食費の保護者負担が増えないよ
う愛媛県に要望。田中県議も同席しました。
　県教育委員会は「現在のところ、県内20市町で
給食費の保護者負担増を検討している自治体はない
と考えている。一部、食材費等の値上げ分について、
国交付金を活用するところもあると聞いている。必
要に応じて、交付金の活用を助言していきたい」と
話しました。

　田中県議は「保護者負担が増えないように配慮い
ただきつつ、同時に、市町連携で県も努力し、給食
費引き下げにすすむよう検討してほしい」と要望し
ました。
　愛媛県平和行進実行委員会が愛媛県に対し、ロシ
アによる無法なウクライナへの侵攻を厳しく批判し
つつ、平和行政の推進、米軍機の低空飛行訓練の中
止や核兵器禁止条約に国が参加するよう求めること
などを要請。田中県議も同席しました。
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　愛媛県では昨年度、３市４校で「校
内サポートルームモデル事業」を実施。
今年度には、自治体数も拡大。この事
業は、学校に行けない、行きたくない、
いわゆる不登校の児童・生徒に対応す
るため、専任教員を配置したサポート
ルームを設置し、自己肯定感を高める
個別指導をおこないつつ、所属する学
年クラスとも緩やかにつながり、オン
ライン授業などもおこなうものです。

　田中県議は２月議会で、その取り組
みの成果等について質問。県教育長は、
こうした支援をおこなった結果「サ
ポートルーム利用者が12月には昨年
4月の4.5倍に増加し、昨年度の不登
校生徒の約２割が登校可能になり、成
果が現れてきている。一方、支援対象
者が増加する中、個に応じた丁寧な支
援継続するには、スクールカウンセ
ラーや教職員など全校的な支援体制の

整備が課題」と述べました。
　田中県議はさっそく、モデル校を訪
問し、管理職や専任教員から状況を聞
きました。「学級ともつながって、修
学旅行にも参加できた生徒も。同じク
ラスの生徒も多様性を受け止めつつ、
受け入れられるようになり、成長を感
じる」「こうした取り組みがどの学校
でも求められていると思う」などの意
見が出されました。
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　ガソリン代高騰、原材料価格高騰は、
建設業等にも影響がでています。田中県
議は６月議会・建設委員会で、原材料価
格高騰などによる公共工事の請負金額や
工期などへの影響を質問。
　理事者は、昨年度比較では、生コンや
燃油などが値上がりし、これが高止まり
で推移しているため「適正な請負金額と

考えてはいるが、今後にも注視したい」
とのべました。
　田中県議は、県民の税金であり請負金
額で工期までに完了させるのが基本だが、
こうした値上げのしわ寄せで、下請けや
孫請けが責任を負わされ泣くようなこと
のないよう適切に、対処してほしいと要
望しました。
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　６月議会では、愛媛県商工団体連合会から「イン
ボイス（適格請求書等保存方式）制度の実施中止を
求める意見書の提出を求める」請願が提出されまし
たが、自民２会派、公明、愛媛維新の会などの反対で、
請願は不採択となりました。
　田中県議は討論で、物価高騰などの深刻さと重な
り、制度導入を契機にした廃業の増加、地域経済の

衰退を危惧。日本商工会議所が不当な値下げ圧力等
が生じるとの懸念を示し、日本税理士会連合会は延
期を求めていることも指摘。「現在の免税事業者が、
インボイスに登録し、課税業者となれば、重い税負
担になる。一方、登録しなければ、取引から排除さ
れる恐れもあり、厳しい選択が迫られる」として、
インボイス中止を求める請願採択を強調しました。

　昨年７月、千葉県八街市でトラック
が下校中の小学生の列に突っ込み、児
童２人が死亡するなど５人が死傷。こ
の悲惨な事故を受け、全国的に改めて
通学路の安全点検がおこなわれました。
　田中県議も、予算要望でいっせい点
検とともに、通学路の安全対策を早急
にと要望。昨年度２月補正予算では、

県警が対応する予算と、県による「通
学路事故防止緊急対策事業」として３
億円が計上されました。
　田中県議は、６月議会・建設委員会で、
土木部計上分の緊急対策の進捗状況に
ついて質問。理事者は「交差点や路側
帯のカラー舗装化、区画線の引き直し、
防護柵設置など、178カ所の対策を

予定」とのべました。田中県議は、学
校や保護者の声を聞き、引き続き県警
等と連携し、「必要な安全対策を継続
しておこなってほしい」と求めました。
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